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STAは神経細胞の発火 τ 前の入力刺激 s(t)の平均値である．
神経活動記録で n回の発火，時刻 tにおける入力刺激を s(t)と
すると，i回目のスパイクの発生時刻 ti(i = 1, 2, . . . , n)の τ 前


















図 2 は変動性刺激注入時の発火 19[ms] 前までの 1 万 2 千回
の平均を求めた STA である．この図から発火直前に膜電位の









































図 2 各電流の STA





















































図 3 各電流の STA(−17から− 12[ms])
表 1 各イオン電流の分散 [pA]
時刻 Na K A Ca
−16.45[ms] 0.081 0.030 0.141 7.416·10−6
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